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１０月２３日（土）、２４日（日）の２日間にわたって「みたて祭」が行 

われました。２４日（日）には、多くの保護者や地域の皆様においでいただ 

きありがとうございました。お陰様をもちまして、生徒一人一人が主役のす 

ばらしい「みたて祭」を実施することができました。実行委員をはじめ、生 

徒の皆さんの頑張りに拍手を贈りたいと思います。２日間のようすを簡単に 

紹介します。 

 

＜１日目 ２３日（土）＞  

○オープニングセレモニー（開祭式） 

・挨拶、そしてテーマ・サブテーマ・テーマ曲発案者へのインタビューのあと、「学校クイズ」 

や「校内ランキング」という企画を楽しみました。 

 ＜２日目 ２４日（日）＞  

 ○歌舞伎学習発表会 

  ・「寿式三番叟」、「白浪五人男」、「義経千本桜」の３つの演目を上演しました。前の２つは今回 

が今年の初舞台でしたが、立派に演じることができました。また、「義経千本桜」は９月の定 

期公演で一度経験したことで台詞回しや所作が上達し、堂々と演じることができました。 

 ○音楽フェスティバル 

  ・クラス合唱では、１年生は「Let’s search for tomorrow」、 

２年生は「時の旅人」、３年生は「Story」を発表しました。 

  ・音楽・伴奏コース、２・３年選択音楽の発表は、「元禄花見 

踊」と「さくらさくら」を演奏しました。体育館に和楽器の 

きれいな音色が響きました。 

  ・全校合唱では、「COSMOS」を歌いました。生徒全員が揃っ 

ての合唱はさすがに迫力がありました。 

  ・職員合唱は「少年時代」「マイ・ウエイ」の２曲を歌いました。（先生方の仮装も・・・。） 

 ○クロージングセレモニー（閉祭式） 

  ・ダンス発表、ムービー上映、生徒会引き継ぎ式、テーマ曲合唱、全体講評など、盛りだくさん 

   の内容で「みたて祭」が幕を閉じました。ダンス発表では、３年生がグループごとに自分たち 

で考えた振り付けで踊りました。生徒の動きに意外な一面を発見できました。ムービー上映で 

は、これまでの歩みが工夫された編集のもとに作られた一つの作品として上映されました。 
 

「持ち味」と「支え合い」 
 ２日間の「みたて祭」を通じて強く感じたのは、「持ち味」と「支え合い」ということです。「みた

て祭」には、生徒や教師、そして協力いただいた方々それぞれに役割がありました。当日だけをとっ

ても、舞台に立って演じたり、発表したりする役割もあれば、進行をしたり、道具を準備したり、照

明をあてたりなどの裏で支える役割もありました。それぞれの役割においてそれぞれが「持ち味」を

発揮し、そして、互いに足りないところがあれば補い合いながら「支え合って」みたて祭を作り上げ

ていました。それがあったからこそ、途中とても忙しく大変な思いをしたり、困難な問題があったり

しても、何とか乗り越え、終わったときの達成感、充実感につながったのだと思います。 

また、保護者や地域の方々も「子どもらのためだから」と朝早くから準備にかけつけてくださいま

した。学校も保護者や地域の方々に支えられていることを実感しました。ありがたいことです。 

学校や社会において集団で生活したり、集団で活動したりする上で、「持ち味」と「支え合い」は

基本となることです。今後も大切にしていきたいと思います。 

「みたて祭」大成功！ ～「持ち味」と 
   「支え合い」に感動 ～



                           

                           

郷土を学ぶ体験学習、職場体験学習 
 １１月１８日（木）に、１年生は「郷土を学ぶ

体験学習」、２年生は「職場体験学習」を行いま

した。「郷土を学ぶ体験学習」では、大安場古墳

公園、ふれあい科学館、富久山クリーンセンター

を訪問しました。特に、大安場古墳公園では、さ

まざまな遺物の見学を通して、古墳時代に生きた

郡山の人々の生活のようすを学ぶことができま

した。また、「職場体験学習」では、それぞれが

希望した職業を実際に体験することによって、仕

事の内容を学ぶとともに、様々な苦労ややりがい

を知ることができました。 

各種表彰のお知らせ 
○厚生文化賞受賞 

本校の総合的な学習の時間における歌舞伎

学習の取り組みが、福島民報社の「民報厚生文

化賞」の栄誉に輝きました。講師の方々をはじ

め、地域の皆様のご支援をいただきながら全校

あげて取り組んできたことが評価され、大変う

れしく思います。これまで支えていただいた多

くの皆様に感謝いたします。この受賞を励みと

して今後も歌舞伎学習を通して、伝統文化を尊

重する態度や表現力、コミュニケーション能力

の育成に取り組んでいきたいと思います。 

○ＦＣＴ児童画展 １年 藤宮 彩さん 

  ・「福島民友新聞社賞」受賞 

○税の作文コンクール ２年 降矢奈緒美さん

   ・「東北地区納税貯蓄組合連合会長賞」受賞

※藤宮さん、降矢さん、受賞おめでとうございます。

小中持久走記録会 
 １１月５日（金）に持久走記録会が行われました。

当日は絶好の持久走日よりとなり、女子２ｋｍ、男

子３ｋｍの長距離走に挑戦しました。生徒一人一人

が歯を食いしばって頑張っていました。また、中学

生が小学生を応援する姿、小学生が中学生を応援す

る姿も見られました。とてもすばらしい光景でし

た。保護者や地域の皆様にご声援いただきありがと

うございました。  

市民文化祭 少年の主張発表 

 １１月６日（土）に、御舘小学校下枝分校体育館

で「中田地区少年の主張発表大会」が行われ、本校

から２名の生徒が参加しました。 

 １年生の「環境のためにできること」という発表

では、地球の環境を守るために、水や電気の無駄遣

いをなくしたり、ゴミを減らすなど身近なところか

らできることを提案しました。 

 ２年生の「地域の伝統を守るために」の発表では、

歌舞伎学習を通して柳橋歌舞伎の歴史や伝統を学

び、自分たちがその伝統を引き継ぎ次の世代へと伝

えていかなくてはならないという決意を発表しま

した。  
歌舞伎学習まとめ発表会 
 １１月１０日（水）に、歌舞伎学習の反省と、ご

指導いただいた講師の方々への感謝の会を行いま

した。解説記録コース制作の「１年間の足跡」の映

像を鑑賞したり、各コース代表による取り組みと成

果の発表を聞いたりしながら、それぞれが今までの

活動を振り返りました。コースによって取り組んで

きた内容は異なりますが、諸先輩から受け継がれて

きた思いをしっかりと受け止め、次年度へつないで

いくための大切な時間となりました。 

 今までご指導いただいた講師の方々、ご協力いた

だいた保護者や地域の皆様に感謝申し上げます。  

音楽学習発表会 
 １１月１１日（木）に、市民文化センターにおい

て音楽学習発表会が開かれました。本校からは３年

生２８名がステージに立ち、「Story」を合唱しま

した。これまで過ごした仲間との日々を思い浮かべ

ながら心を一つにして歌い、とても澄んだきれいな

歌声を響かせることができました。また、他の学校

の発表を聴くことができたことも、とてもよい経験

となりました。この思い出を胸に、進路目標の実現

に向けて互いに支え合い、励まし合うなど、卒業ま

での学校生活を充実したものにしてほしいと思い

ます。 

１ ２ 月 の 行 事 予 定

生徒活動のあしあと 

２（木） 森林環境学習（１、２年） 

５（日） 授業参観 マイ弁当の日 

     ＰＴＡ教育講演会 

６（月） 繰替休業日 

８（水） 交通安全教室 奉仕委員会 

９（木） 生徒集会 ３年実力テスト 

１０（金） ～交通事故防止運動（～１／７） 

１４（火） 延長清掃（～２２日） 

２２（水） 第２学期終業式 広島・長崎報告会 

２３（木） ～ 天皇誕生日 ～ 

２４（金） 冬季休業日（～１／７） 

２８（火） 仕事納め 

３１（金） 大晦日 


